
 

 

暑い夏、体験の夏、学びの夏・・・。皆さんはどのような夏

を過ごしたのでしょうか。夏休みの良かったことはこれからも

続け、心残りがある場合は、一つ一つ地道に改善していけば大

丈夫です。七夕にお願いした内容も叶う日がきますよ。 

一つ一つの体験が、子供たちを確実に成長させています。こ

れからも自分にできることをみつけてみんなで前に進んでいけ

る教室でありたいと考えています。 
 

 

子どもたちの活動の様子 ～さの学①いちご質問、調理実習、野菜収穫～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

「アクティヴ教室」だより 
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＜お願いとお知らせ＞ 

☆夏休み中に気になったことがありましたら、早めにご相談ください。 

☆９月１４日（木）「さの学②・防災調理実習」が予定されています。別紙の申込用紙にご記入の上

参加の有無を８日（金）までにお知らせください。 

 

７月には、調理実習で包丁を安全に使用しきゅうりを切

り、食材の盛り付けを工夫したうどんを作りました。 

「同じ材料なのにみんな違って個性がある。」「おいし

い冷やしうどん。」「みんなが安全にできてよかった。」

などの振り返りが見られました。準備から片付けまで、活

動できた皆さんでした。 

体験したことは、繰り返すと身に付き学習になります。

ご家庭で親子一緒に食事作りいかがですか。 

5月にお世話になった蘒原農園様が、アクティヴ

教室までお越しいただき、質問に直接お答えくださ

いました。「いちごの苗を冷やすこと」や「いちご

農家を始めた理由」など、説明を注目して聞くこと

ができる通級生でした。 

蘒原様、ご多用の中、丁寧にお答えいただきあり

がとうございました。 
 

 

調理実習で使用したきゅうりは、通級生が世話をしたもの

です。たくさん収穫できたのでお世話になっている教育セン

ターのみなさんにも届けました。 

「採りたてのきゅうりは持つと痛い」―自分で育てたから

こそ分かることです。 

 


